
気候変動の基礎を知り、 
社会との関連を考える

2024年5月31日 
自然エネルギーネットまつもと　平島 安人

ゼロカーボン研修 講義資料



講義の狙い
知る → 考える → 動く、行動する 
　　　　  ↑ 
  ここに働きかけたい



KP法



今日のお話

• 気候変動とは何か 
• 気候変動の最新状況 
• カーボンバジェット 
• 気候変動が社会に与える影響 
• 社会が気候変動に与える影響 
• 考えてほしいこと



気候変動とは何か



極端な気温 平均降水量の変化
極端な降水

海面上昇 海の酸性化破壊的な台風、 
発達した低気圧

乾燥傾向

出典：IPCC AR5 WG2 政策決定者向け要約 Table1より抜粋

気候変動：気候が大きく変化する
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環境問題のとらえかた

人間の営み ＞ 自然（地球環境）の許容量 

大きくとらえれば 
• 気候変動（Climate Change） 
• 生物多様性の喪失（Biodiversity Collapse ）
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もっと深刻な問題が

景気後退
気候変動

生物多様性の喪失



産業革命前・・エネルギー（熱）の収支がつりあっていた 
産業革命後・・熱を溜め込むようになった

バランスを崩す構図 
　負荷の増加・・温室効果ガス：CO2やメタンガスなどの排出増加 
　許容力低下・・森林破壊、海水温上昇の負のスパイラル

太陽 地球

気候変動



世界の合意

• 2015年　パリ協定（UNFCCC COP21） 
　気温上昇を、2℃より十分に低く：必達目標	
　　　　　　　1.5℃　　　　　　：努力目標 
• 2021年　グラスゴー気候合意（UNFCCC COP26） 
　気温上昇を、1.5℃に抑える → 実質的な世界合意 
　※工業化（産業革命）前が基準：1850〜1900年



ゼロカーボンとは
温室効果ガス（GHG）の人為的な排出量と、 

GHGの人為的な除去量とが釣り合った状態 

※自然がもともと持っているCO2吸収はカウントしない

注記： 
ゼロカーボンは日本固有、海外では使わない 
国際的には「ネットゼロ」「カーボンニュートラル」 
※より正確には、カーボンニュートラリティ



1.5℃実現のための条件

1. 2050年にネットゼロ（実質的にCO2排出がゼロ） 

2. 2030年に45%削減（2010年比） 
　　　　※カーボンバジェットの理解が必須



1.5℃と2℃の違い

病気に例えるならば 
• 1.5℃  体質改善、生活改善で 
• 2℃     大手術、元通りに？



気候変動の最新状況



最新の状況

• 2023年の気温は史上最高、	
そもそも2023年はかなり異常な状況となった 

• 海の表面温度は2023年3月中旬以降、最高記録更新中 
• 2024年4月で平均気温の史上最高更新連続11ヶ月
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最新の状況：世界の平均気温

• 2023年通年平均は工業化前（1850～1900年）より+1.45℃	
観測史上最高 

• 2024年4月の月平均気温、工業化前4月より+1.58°C	
連続11ヶ月記録更新中 

• 過去12か月（2023年5月～2024年4月）、工業化前+1.61°C	
2024年1月+1.52℃、2月+1.56℃、3月+1.58℃、4月+1.61℃



海洋表面温度 • 2023年3月中旬以降最高記録更新中



地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代に入った
• 2023年7月23日、国連 アントニオ・グテーレス事務総長



気候変動 もっとも重要な基礎 
カーボンバジェット



CO2の累積総排出量と気温上昇は比例

CO2の総排出量と平均気温の上昇量の関係

（1861～1880年と比較）

赤帯：
CO2以外の温室効果ガ
スも含めた場合の結果

灰帯：
CO2のみの増加を想定
した場合の結果

5
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（10億トン、CO2換算、 1870年以降）

人為起源のCO2の総排出量

気
温
の
上
昇

（℃）

比例関
係

過去の期間のモデル結果
RCPによるシミュレーションの幅
年率1%増シミュレーション
年率1%増シミュレーションの幅

出典：IPCC AR5 WG1  
政策決定者向け要約　SPM.10

IPCC
AR5より



排出できるCO2の総量には上限がある

カーボンバジェット



カーボンバジェット

• 排出可能な CO2総量は	
限界がある 

• あと6年ほどで限界

出典）温室効果ガスインベントリオフィス／全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（https://www.jccca.org/）より



カーボンバジェットの砂時計

https://youtu.be/L0DTQJcS8WQ 



ティッピングポイントに到達目前？

• 英エクセター大などのチームがCOP28で発表
（2023年12月） 

• ティッピングポイント：後戻りできない状態 
• リスク対象 

• グリーンランド・西南極の氷床・永久凍土の融解 
• 熱帯のサンゴ礁の死滅 
• 大西洋南北熱塩循環（AMOC）の停止

出典：https://greenfutures.exeter.ac.uk/our-impact/cop28/



気候変動が社会に与える影響



農作物と気候変動

• オレンジジュース、オリーブオイル、アボカド 
• 水不足による不作で値上がり中 

• アボカドは問題の多い農産物



サクラの開花と気候変動

• サクラの開花時期は年々早まっている 
• 開花のためには暖かさが必要 
• そして、寒さも必要：休眠打破 

開花に浮かれている場合ではない



1953年以降、45年間で1週間早まった 
1990年以降だけをみると24年間で1週間



このままではサクラが咲かなくなる

ウェザーニュース記事 
”2100年の桜開花予想　温暖化の影響で桜は咲かなくなる？” 
https://weathernews.jp/s/topics/202403/240195/ 

出典：ウェザーニュース、https://weathernews.jp/s/topics/202403/240195/



クマと気候変動：なぜこんなに遭遇する？

• 原因はいろいろと考えられている状況 
• 気候変動に関係する原因 

• クマの活動期間の長期化（冬眠期間の短縮化） 
• エサ確保の容易性（難しくなる）や必要量が変化（多くなる） 
• エサ自体が減少 

• 奥山と人里との緩衝地帯としての里山の減少：社会の変化



社会が気候変動に与える影響



CO2（二酸化炭素）の排出源

33出典：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（https://www.jccca.org/）



需要はなぜ生まれる？ 
生まさせられている？

出典： 
● Ryu Koide, Satoshi Kojima, Keisuke Nansai, Michael Lettenmeier, Kenji 
Asakawa, Chen Liu, Shinsuke Murakami (2021) Exploring Carbon 
Footprint Reduction Pathways through Urban Lifestyle Changes: A 
Practical Approach Applied to Japanese Cities. Environmental Research 
Letters. 16 084001 
● 小出 瑠・小嶋 公史・南齋 規介・Michael Lettenmeier・浅川 賢司・劉 晨・
村上 進亮（2021）「 国内52都市における脱炭素型ライフスタイルの選択肢：
カーボンフットプリントと削減効果データブック」





銅と気候変動

• EV、再エネなど気候変動対策には大量の銅が必要 
• 銅生産が抱える問題 

• 水の大量消費・汚染、生態系かく乱、人権問題 
• ニッケル、コバルト、アルミニウムなども同様



SDGsと気候変動
SDGsの本質：人権の確立 
• 2030年までに、すべての人が人間らしく幸せに
暮らすことができる社会を確立する 

気候変動 
• 子どもの未来を食いつぶしてきた結果 
→ 子どもの人権を守る

Transforming our world：世界を変革する



気候変動と社会的ジレンマ

• 個人にとって合理的な選択が社会には非合理な結果を生む状況 

ホテルのエアコンをつけっぱなしにした人が７割！ 
※1997年に京都で開催したCOP３（気候変動枠組条約第３回締約
国会議）の参加者が宿泊したホテルの調査結果



根本的問いかけ：将来世代と現世代

• 現世代は将来世代に考慮すべきか、責任があるか 
• 将来世代は現世代に考慮してほしいか 
• 民主主義：みんなのことはみんなで決める 
• 「みんな」は誰か？



気候変動を生じさせている人は誰か

• 生じさせた人は何をしようとしているのか／しよ
うとしていないのか 

• 気候変動を生じさせた人が、生じさせていない人
に対して対策実施を要求することに納得できるか



未来からの声を聴く
私たち子どもはいつも大人の言うとおりにするわけでは
ありません。 

私たちは、大人のするとおりのことをします。 

あなたたち大人は、私の未来なんか気にしていません。 

だから私もあなたたちを気にしません。 

私はグレタ・トゥーンベリ、9年生 

選挙当日まで、気候のための学校ストライキをします。

41https://www.instagram.com/p/BmsTxPPl0qW/?hl=ja

2018年8月20日、 
15歳のグレタはスウェーデン国会前に 
座り込み、 
たったひとりで学校ストライキを始めた




